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却化し，第1次大戦では戦争相手臥こなるが，戦後の英米主導のベルサイユ体  






の体験は今記録しておかなければ永久に失われてしまうことになる。   
標記調査は，「時代の証人」である彼らの記憶を採録し，この微妙な時期の日  
独交流，とりわけ日独文化交流の一側面を記録することが重要であるという認  
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にはありそうに思えなかったからです。   
しかし他方，彼らは反抗もしませんでしたし，それどころか私を家に訪ねて  
来たりしました。私たちは畳に腰をおろしてお茶を飲みました。晩には学生た  
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ちは居酒屋に行き，そこで彼らは打ち解けて，私が同席しているときでも，日  




















で焼け出されずにすみました。   
東京時代に私は外務省でも授業をしていました。日本には外交官の学枚があ  
り，そこでは当然語学の授業が行なわれていて，ドイツ語の授業を引き受けて  
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くれないかと頼まれたのです。  






















ユこの時代には，ユ894年発足当初の旧制高等学校，第1（東京），第2（仙台），第3（京   
都），第4（金沢），第5（熊本）に加え，1900年創立の第6（岡山），1901年創立の第7  
（鹿児島），1908年創立の第8（名古屋）と8枚のナンバースクールがあったはずである。  
103   

























日本人の奥さんをもっていました。バルトは演劇史について該博な知識をもっ   
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ればなりません。トーマス・マンの義弟のクラウス・プリングスハイムです。  
ユダヤ人だった彼は日本に亡命し，ここで非常に声望の高い指揮者・作曲の教  





















で絞首刑に処されました。   
さらに，非常に有能な日本学着であり，広島での私の前任者だったヴァル  
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然私はほとんどのコーヒーをご近所にあげなければなりませんでした。   
日本への本格的な空襲は，アメリカが有名な「島飛び」（太平洋の島から島へ  
の）をして，飛行機で爆弾を投下するのに十分近づいてからはじめて行われま  
した。   
私は浦和に住んでいましたが，夜東京が燃えるのが見えました。そして，高  
射砲が届かないほどはるか上空を，つまり優に6000メートルの上空を飛ぶ飛行  









軌道に乗せたのかを理解したいのなら，そういうことも知らなければなりませ   
ん。  
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雇されてまったく収入が無くなっていたからです。   
浦和には若い将校ばかりいて，間もなく私の良い友人になりました。アメリ  
カの将校たちは総じて私たちに対して立派に振る舞いました。デュルクハイム  
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埼玉県のどこかの村に住んでいて，そこに秘密送信所をもっていました。この  
アメリカの将校は，私が埼玉県に住んでいたので，この連中と接触していたに  
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カの国籍を獲得したからです。   
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ん私にとって，当初はたいへん好都合でした。私は日本語を勉強してはいまし  
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うことには寛容でした。しかし，彼が一緒に行くことはもちろんありませんで  




た。   
黒田氏自身はいつも着物を着ていました。外出するときは，袴をはきました  
が，フェルト帽をかぶっていました。その帽子は彼の身だしなみの一部だった  
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同じでした。   
家には二人の女中がいて，毎朝私のところへ上がってきました。彼女たちは  
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たが，日本ではそうではありませんでした。   
歯がぐらつき始めたときだけは洋食を恋しく思いました。歯医者は「歯は  
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てから入りました。   
私はほぼ9ケ月黒田家に住みました。それから，北鎌倉に家を借りました。  
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1調査したところ，山田智三郎氏は1968年から1979年まで国立西洋美術館の館長を務め   
ているが，神奈川県立近代美術館の館長にはなっていない。エルトベルク教授の記憶   
の誤りと思われる。   
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のは芸者だけでした。おそらく花魁もいたでしょう。   
ほかに，毎年定期的に京都で行われていた祭もありました。そのひとつが盛  
大な花魁道中でした。このとき花魁たちはたいてい歴史的な衣装を身につけて  
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数ヶ月間，私たちはドイツ人との交際に少し用心していました。   
しかし，日本人とドイツ人は良い関係にありましたし，私たちは不愉快な思  
いをしたことはありませんでした。   
日本でもっとも素晴らしかったのは，どこでも見ることができ，私が時折買  
うこともできたいろいろなものでした。コレクションしたくなる誘惑に私は抵  
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